
胃切除を受ける患者様へ

経過
入院日～手術の前々

日
手術の前日

手術当日の朝
（術前）

手術の後
（術後）

手術後１日 手術後２～３日 手術後４～５日 ６日～退院まで

日付 　　月　　　　日 　　月　　　　日 　　月　　　　日 　　月　　　　日 　　月　　　　日 　　月　　　　日

・手術室に入る前に体温や

１日１回検温 １日１回検温 　血圧等を測ります 　体温､脈拍､血圧､呼吸、 　　　　　　　　　　１日４回検温 １日４回検温 １日３～４回検温 １日１～３回検温

　傷の状態などを時間毎に見ます

・普段服用しているお薬を ・日中に下剤(250ml)を ・主治医から許可のあったお薬は、 ・酸素吸入を行います 　　　　　状態に応じて外します

　確認します 　飲みます 　当日も飲みます ・心電図､血圧計、酸素計を 　　　　　状態に応じて外します ※弾性ストッキングは

・寝る前に下剤(10ml)を ・朝に便を出すための 　つけます 　医師の指示があるまで

　飲みます。眠れない場合は　坐薬を入れます ・背中に麻酔のチューブが 　　背中の麻酔チューブを 　はいていてください

　眠剤があります ・手術衣に着替えます 　入っています 　　抜きます

・おへそを洗浄します 　弾性ストッキングを履きます ・鼻に管が入ってます 　　　　　　抜きます

・普段内服している薬を ・お化粧はしないで下さい ・お腹に管が入っています 　状態を見て管を抜きます

　　一時的にお預かりします・メガネ､ピアス､入れ歯、指輪、

　かつら、　コンタクト等の ・痛みや発熱などに応じて鎮痛解熱剤を使います

　装飾品は外してください ・痛み止めの内服薬が処方されます

・手術部位の印付けのため ・傷をガーゼで覆っています 　ガーゼ交換 ・７日目を目安に傷の

　胃カメラを施行する場合 　抜糸をします

　があります

・手から点滴を入れます ・手に点滴が入っています 　食事が食べられるように

・鎮静剤の点滴を使用する 　なると、点滴は減ります

　場合があります

・血液検査があります ・血液検査があります ・状態を見ながら ・造影剤を使用した

・レントゲンがあります 　血液検査や 　レントゲン検査が

　レントゲンをとります 　組まれる場合があります

　普通食 　普通食 ・朝から絶食です ・絶食中です ・許可が出たら飲水可です ・２日目の昼から ・10時と15時に補食が

　指示された時間以降は 　（うがいは出来ます） 　 　　スープがでます 　　でます

　水分もとれません （最初は半分くらいの量からはじめて、少しずつ食べる量を増やしていきましょう）

　安静度自由 ・鎮静剤を注射したら ・ベッド上安静です ・看護師付き添いのもと座る練習を 　　　・歩く範囲を広げて 　安静度自由

　ベッド上安静です 　します。出来たら歩く練習もして 　　　　　いきましょう 　積極的に動きましょう

　手足は動かしましょう 　いきましょう

　入浴 　清拭 　主治医の許可でシャワー

　入浴が可能になります

　トイレ ・鎮静剤を注射したら ・尿の管が入っています 　　　　抜きます

　ベッド上排泄になります  歩いてトイレへ行きましょう

　入院生活と手術について ・ご家族と一緒に手術の ・貴重品などはご家族に預けて ・ご家族は手術中必ず院内で待機 ・薬剤師から内服についての指導があります

　看護師から説明が 　説明をします 　ください 　していて下さい ・栄養士から食事指導があります

　あります ・麻酔医からの説明も ・手術後に医師からご家族へ説明が ・理学療法士によるリハビリがつづきます　

　 あります 　あります　その後で面会できます

排泄

ご説明や
指導

点滴

検査

食事

・　状態を見ながらお粥に
なっていきます

安静度

清潔

目安となる経過表です。個人差はありますので、質問があれば医師または看護師にお尋ねください。

　　月　　　　　日

治療・処置

　手術後は集中治療室又は
病棟に戻ります

　集中治療室に入られた方は
病棟に戻ります

傷の処置

市立秋田総合病院　外科病棟


